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会議次第 

１ 開会 

２ 議題 

次期観光振興計画の策定にあたっての「相模原市の観光に関する 

基本的な考え方（案）」について 

・観光振興に取り組む背景と目的 

・目指すべき将来像 

・基本理念 

・基本方針 

３ 閉会 

 



審  議  経  過 

主な内容は次のとおり。  

１ 開会 

   

２ 議題（〇は委員、●は事務局の発言） 

  内藤会長が議長となり議事を進行した。 

 

  次期観光振興計画の策定にあたっての「相模原市の観光に関する基本的な考え方

（案）」について事務局から説明した後、質疑応答を行った。 

 ・観光振興に取り組む背景と目的 

 ≪主な意見等≫ 

  ○ 次期観光振興計画の計画期間を８年間としているが、その理由と本市における

観光振興計画の位置づけについて伺う。また、計画期間の８年間は長期にあたる

と思うが中間見直し等の予定について伺う。 

  ● 計画期間は次期総合計画と合わせ８年間としている。観光振興計画は総合計画

の部門別計画の一つと位置づけている。 

また、次期観光振興計画の中間見直し等の実施については、計画期間の中間と

なる平成３５年（２０２３年）を予定している。 

なお、社会情勢の変化等によっては、見直し時期を早める可能性もある。 

  ○ 総合計画で目指しているところと観光振興計画の方向性との整合性をとる必要

がある。 

  ● 現総合計画についても平成３１年度末をもって計画期間が終了し、現在、平成

３２年度（２０２０年度）からの次期計画の策定に向けて、準備が進められてい

るところである。   

    現総合計画と終了年度を同じくする計画は、観光振興計画のほかにも存在し、

総合計画策定の所管課である企画政策課が中心となり、各々の計画における方向

性について整合を図っているところである。 

  〇 次期観光振興計画の策定にあたっては、相模原市の観光の現状を客観的にとら

える必要があり、市内にどのような人が何人くらい来ているのかといった基礎的

なデータを示しながら検討を進めるべきである。 

● 現況のデータを精査し、今後、提示していきたい。 

  〇 訪日外国人の増加に伴い、各地では現金以外の支払いニーズに対応する動きが

広がっている。キャッシュレス決済のインフラ整備を観光庁も推進していること

から、キャッシュレス化等の時流に乗った施策を考えるべき。 

● そういった視点をもって施策を検討していきたい。 

  



 ・目指すべき将来像 

≪主な意見等≫ 

  ○ 外国人観光客の観光公害が問題になっている例もある、海外も含め外部からの

誘客も結構だが、市内に住んでいる人も観光客としてとらえ、ターゲティングし

てもいいのではないか。 

  ● 南区にお住いの人が緑区に観光に訪れるといったことも十分に考えられる。 

    また、そういったことで自分たちが住むまちの新たな魅力を知ることができ、

地域への愛着も増すものと考える。 

 

 ・基本理念 

 ≪主な意見等≫ 

 ○ 現観光振興計画の基本理念に「ひと」を加えたものとなっているが、これから 

  の観光振興では、「ひと」が重要な要素となってくることから良い着眼点だと思う。 

 

・基本方針 

≪主な意見等≫ 

 〇 リニアを核とした近代都市として、相模原ブランドを形成していくべき。市内 

には大学も多数存在するので産学官連携も積極的にしていくべき。 

○ 地域主導型の推進体制づくりの中で、地域団体の具体的な役割は。 

  ● 現在、地域の協議会等からの意見を聞いているところである。行政や観光協会 

の役割、地域の役割等について、頂いた意見を参考にしながら整理していきたい 

と考えている。 

  〇 現在、５市（相模原市、八王子市、あきる野市、大月市、都留市）で連携し、

観光プロモーション等に取り組んでいるとのことだが、これからこういった連携

を増やしていく予定はあるのか。近隣市との連携ということで観光における町田

市との連携はどのようになっているのか。 

  ● 今後も広域的な連携について進めていきたいと考えている。 

    町田市との連携については、現状では市民まつり（桜まつり）の相互出展を行 

っているのみなので、更なる連携について検討していきたい。 

  〇 昨今自然災害が増えているが、外国人観光客も含め観光客への災害対応につい 

てどのように考えているのか。 

  ● 相模原市の防災計画はあるが、観光客に特化したものはない。今後、対応につ 

いて検討していく必要があると考えている。 

  〇 ハード面の受入体制だけを整備していくのではなく、ＨＰやアクセスマップ等 

のソフト面の受入体制も整備していくべき。 

  〇 相模原市の観光の場合、その場所に行きたくてもどのようにすればたどり着け 



るのか分かりにくいことがある。 

観光誘客にあたって、分かり易さは重要な要素と考える。例えば観光スポット 

までの道順、交通路線、運航ダイヤ、周辺の店舗情報などを誰が見ても分かり易 

く伝えることだけでも誘客に繋がるものと考える。 

 内閣府が進める政策の「Society 5.0」などが参考になると思う。 

    ※参考 https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html 

  〇 全体を通して、抽象的な表現が多く具体性に欠けるので次回はデータや施策 

等を具体的に提示すべき。 

  ● 今回は基本的な考え方や基本方針を提示させていただいた。具体的な施策等は、 

   今回は省いている。次回の審議会では、今回の意見を踏まえた上で、出来る限り 

具体的に提示したい。 

 

 ・その他 

 次回の観光振興審議会は３月１９日（火）１４時から開催することを決定し閉会。 

 

                                以 上 
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